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擬２次元導体において，層間横磁気抵抗は伝導面内の輸送特性を探る

有力な手段 [ 1 ]である。この磁気抵抗は，伝導面に平行な磁場下で層間電

流がローレンツ力によって曲げられることに起因する。このとき誘起さ

れる面内電流成分は，磁場に垂直な面内移動度に依存する。磁場を面内

で回転すれば，この面内電流方向も回転するので，層間横磁気抵抗の磁

場方向変化を測定することで，面内の伝導

異方性の詳しい情報を得ることができる。 
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第 1 図 ：  

層間横磁気抵抗の磁場依存性  

第２図 ：移動度の磁場方向依存性  

今回，この手法を用いて，擬２次元有機

導体 β-(BEDT-TTF) 2 X(X=I 2 Br，IBr 2 )の面内
異方性を調べた。第１図は，いくつかの磁

場方向で測定した 4.2 Kにおける I 2 Br塩の
層間横磁気抵抗の磁場依存性である。磁場

方向は b軸から測っている。第１図では，
ゼロ磁場の抵抗で規格化した層間抵抗の

二乗が磁場の二乗に対してプロットされ

ている。どの方向の磁場に対しても第 1 図
のデータはほぼ直線であり，磁場方向が変

わると直線の傾きが変わることがわかる。

実際，これらの物質の面平行磁場 (大きさB，
方向 φ)下の層間電気抵抗R zは，実験式：  

[R z  (B ,φ) /R z  (0)] 2  = 1+µ(φ)  2 B 2  

に従うことがわかっている [ 1 ]。ここで，

µ(φ)は磁場に垂直な面内方向の移動度であ
る。従って，データの傾きの磁場方向変化

は面内移動度が異方的であることを示し

ている。この式を適用すると，直線の傾き

の平方根から各面内方向の移動度を求め

ることができる。  
そのようにして求めた I 2 Br塩の 4.2 Kに

おける µの磁場方向依存性を第２図に示す。



µは鋭い極小を伴ったはっきりした異方性
を 持 つ こ と が わ か る 。 こ の 異 方 性 は ，

AMROから得られるフェルミ波数やフェ
ルミ速度の異方性 [ 2 ]だけでは説明できな

い。  
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この結果は，キャリアの緩和時間 τが面
内で異方的になっていることを意味する。

そこで，半古典輸送理論を用いて µの実験
データを解析し， τの異方性を見積もった。
第３図は，見積もった τから求めたキャリ
アの緩和率Γ∝ τ - 1の面内方向依存性であ

る。k b軸方向付近でΓは鋭いピークを示し，

この付近のキャリア散乱が極端に激しく

なっていることがわかる。この方向は，フ

ェルミ面が第一ブリルアンゾーン境界に

近接する方向である（第４図）。従って，

バンドの傾き，あるいはフェルミ速度 v F

が他の方向に比べて小さく，状態密度∝

v F
- 1が局所的に高くなっている。Γのピー

クは，この高い状態密度を反映している可

能性がある。  

第３図 ：緩和率の面内異方性  
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第４図 ：I 2 Br塩のフェルミ面  

IBr 2塩についても，ほぼ同様の結果が得

られた。  
 この手法の確立により，面内で自由に電流方向を変えて移動度を測定

する（実際には困難な実験）のと同等な結果が得られることになる。バ

ンド構造やフェルミ面の異方性は，他の手段からもわかるが，緩和時間

の異方性を詳しく調べることもできる点で，貴重な実験手法となってい

る。  
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